
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 学期終業式 ～振り返りなくして成長なし～ 
１学期の終業式の校長と生徒指導主事の講話を要約すると 

【校長】 

共に過ごし感じたこと 

   玖波中学校の生徒は，伝統を引き継ぎながら新しい玖波中学校を自分たち創っていくぞという心意気

を感じることができた。 

３年生・・・最高学年であることを自覚しリーダーシップを発揮することができた 

２年生・・・リーダーシップを取る３年生について行こう，支えようとする行動がとれた。 

１年生・・・中学校生活にも慣れ，中学校の楽しさ実感することができた。 

  今後に向けて 

    伸びる生徒の共通点は自分自身の行動を振り返ることができる人です。振り返りとは，自分の行動の

結果を分析し，うまくいかなかった課題を洗い出し，それを克服するためにどうするかを考え，それを

実行に移すことです。 

    振り返りをしっかりすることで，目標や夢が実現し，人生に輝きを与えるのです。振り返りなくして，

成長はありません。振り返りをきちんと行い，２学期以降の成長につなげましょう。 

  

【生徒指導主事】 

 

 

 

 

 

 

一人で悩まないで ～相談窓口の紹介～ 
○２４時間子供ＳＯＳダイヤル・・・・・・０１２０－０－７８３１０ 

○いじめダイヤル２４・・・・・・・・・・０８２－４２０－１３１３ 

○少年サポートセンターひろしま・・・・・０８２－２４２－７８６７ 

○心のふれあい相談室（広島県）・・・・・０８２－４２８－７１１０ 

○こころの相談室（広島県）・・・・・・・０８４－９２５－３０４０ 

○広島いのちの電話（社会福祉法人）・・・０８２－２２１－４３４３ 

○ＬＧＢＴ電話相談（エソール広島）・・・０８２－２０７－３１３０ 

○こどもでんわ相談（広島弁護士会）・・・０９０－５２６２－０８７４ 

○子ども人権１１０番（広島法務局）・・・０１２０－００７－１１０ 

○ヤングテレホン広島（広島県警）・・・・０８２－２２８－３９９３ 

○こころのライン相談＠広島県・・・・・・「こころのライン相談＠広島県」で検索 

○ＳＮＳ（ＬＩＮＥ）による人権相談・・・「ＳＮＳ人権相談」で検索 

 
 

 
 

 

 

№５ 玖 波 中 だ よ り 

学校教育目標「自他を大切にし，主体的に考え行動できる生徒の育成」 
発行責任者 小田 大介  文責 藤川 健二 

大竹市立玖波中学校 令和５年７月２４日 
 

夏休みの間，進路や友だち，家

族ことなどで相談したいことが

あれば先生や左の相談窓口に連

絡してください。 



 

 

 令和５年７月８日（土）アゼリア大竹で行われました「市民のつどい」で，玖波中を代表して「ストーンア

ートを通して学んだこと」と題して，２年生の笠井美来さんが意見発表を行いました。聴いてくださった方の

中には，玖波地区の方もたくさん参加しておられて，「笠井さんの発表を誇りに思います」と話をしてくださ

った方もおられました。 

 ７月１８日（火）生徒暮会では，笠井さんが全校生徒の前で，改めてスピーチを行いました。午後の体育館

は気温も高くとても暑かったですが，生徒の皆さんは真剣に笠井さんのスピーチを聴いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ストーンアートを通して学んだこと」笠井美来 

 

みなさんは，「地域貢献の大切さはなんですか」と聞かれたら，なんと答えますか。 

私は，玖波中学校で美術部に所属しています。美術部では，普段は自由に絵を描いたり，応募するポスタ

ーを作成したりしています。部員同士の仲がとても良く，いつも楽しく活動しています。 

昨年の冬，美術部の活動で，地域の方と協力して，ストーンアートとアクリル板の制作をしました。スト

ーンアートは，大竹市暴力監視追放協議会の取組の一つで，大竹市内には大竹駅前をはじめ，百個以上のス

トーンアートが町を明るく彩っています。 

そうしたストーンアートの制作や大きなアクリル板に絵を描くという経験はこれまでになく，制作には

大変なことがたくさんありました。 

ストーンアートとアクリル板の作品を制作するにあたって，一番大変だったのは，天候に大きく左右され

たことでした。ストーンアートとアクリル板にチョークで描いていた下書きは，雨や雪などの水分ですぐに

消えてしまいます。制作した十二月から一月は，降雪が多い時期でした。下書きが消えてしまい，何度も書

き直しました。また，放課後の部活動の時間，冬場の屋外の作業は過酷なものでした。暗くなるまでが早く，

気温が低い中での作業。かじかむ手で筆を持って着色をしたり，強風で構図やイラストなどが描かれた紙が

飛んでしまったり，たくさんの苦労がありました。特に，作業後に冷たい水で道具を洗うのは大変で，心が

折れかけました。また，式典の日が決まっていたので，締め切りを守ることも大変でした。期日が迫る中，

先輩が修学旅行に行き，人数が少なくなり，中学生は一年生と三人と顧問の先生での作業になりました。本

当に完成するのかと不安な気持ちになりました。 

しかし，そんなときには，美術部員同士，お互いに，「頑張ろう！」と励まし合い，最後まで丁寧に，ス

トーンアートとアクリル板を完成させることが出来ました。無事完成したときには，ほっとしました。 

今回ストーンアートのデザインは，「玖波に帰る」と「栄える」という意味を込めてカエルをモチーフに

しました。アクリル板には玖波を彩る花をデザインしました。完成したストーンアートとアクリル板は，玖

波駅前のロータリーに設置されています。玖波駅にはたくさん植えられ，もともと明るい雰囲気でしたが，

ストーンアートとアクリル板を設置したことで，玖波駅がさらに明るくなり，気軽に立ち寄りやすく，過ご

しやすくなったように感じました。自分たちが制作した作品が地域を明るくし，駅を利用する人たちに喜ん

でもらえる物として，ずっと残っていくと思うと誇らしい気持ちになりました。 

私は今まで，コロナ禍ということもあり，地域のボランティアに参加することや，地域の方と関わること

がありませんでした。 

しかし，今回ストーンアートとアクリル板の制作で，大竹市暴力監視追放協議会の方々をはじめ，たくさ

んの方と関わる機会がありました。学校内だけではできない貴重な経験をし，成長することができました。 

自分たちのしたことが地域の役に立ち，そして自分たちも喜びを感じる，成長できる。そんな地域貢献の

意味を学んだ体験でした。 

その後，美術部では，小学校の卒業式のために黒板アートを作成したり，大竹の伝統産業である，手すき

和紙への手描き鯉のぼり作りに参加したりしています。また，私個人では，友達と玖波公民館のイベントボ

ランティアに参加するようになりました。 

このように，自分たちの地域の行事に積極的に参加し，自分から玖波という町を盛り上げていくことで，

明るく安全な町づくりに貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 



感謝 
「国際ソロプチミスト大竹」様 

６月に「国際ソロプチミスト大竹」様から校内で役に立つ物を購入する目的で多額の寄付金をいただきま

した。校内で検討し，サーキュレーター，カウンセリングルームとふれあいルームの環境を整備する目的の

カーペット，校内緑化の整備をするための物品を購入させていただきました。特に，サーキュレーターは朝

の会から帰りの会まで稼働させることで，教室の環境も快適になり生徒は，集中して学習に取り組むことが

できています。２学期以降も有効に使わせていただきます。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

「株式会社ダイセル大竹工場」様 

 ７月 18 日（火）に「株式会社ダイセル大竹工場」の３名の方を，３年生の自己表現の検査官としてお迎え

しました。この自己表現とは昨年度からの広島県の入試において始まりました。当日は３会場に分れ実施しま

した。外部の方を検査官にした自己表現は新しい取組みであり，生徒もより緊張感をもち、行えたのではない

かと思います。２回目以降も同様にお願いする予定です。生徒の成長姿が見える２回目、３回目にしたいと思

っています。どうぞ，よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の感想より 

株式会社ダイセルの方に面接をしてもらいました。入室する時からものすごく緊張していましたが，練習よ

り緩急をつけて自己表現をすることを意識しました。意識しても少し，話すスピードが速くなりましたが，無

事自己表現をすることができました。質問されて少し戸惑ってしまいましたが応えることができました。 

ダイセルの方とはストーンアートでお世話になって，今回面接してもらったのも何かの縁だと思いました。こ

の縁を大切にしたいと思います。 

 

 先生と行った面接とは違い，地域の方との 10分間という長い時間での面接でとても緊張しました。「質問が

来る」という情報を耳にした時，不安でいっぱいでした。冷静になることで質問にも対応できてよかったです。

地域の方から頂いたアドバイスなどを本番での自己表現に生かしていきたいです。 

 

保護者・地域の皆様へ 

新型コロナウィルスが第５類になり多少の制限はある中，日々の授業，生徒総会，体育祭，クラスマッチな

ど一生懸命取り組み，大過なく，１学期を終えることができました。ひとえに，保護者・地域の皆様のご理解，

ご協力あってのものだと思っております。２学期以降も本校教育活動にご理解，ご協力いただきますようお願

いいたします。 

８月の一斉閉庁の３日間に緊急に学校へ連絡する必要がある場合は，下記へご連絡ください。 

 
大竹市教育委員会 総務学事課 ０８２７―５９－２１８５  

広島県教委資料 



写真で振り返る１学期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玖波中学校だよりの中で，生徒・保護者の写真や名前を掲載させていただくことがありま
す。また，学校だよりは学校のＨＰ（ホームページ）にも掲載いたします。文中の写真や名
前の掲載を望まれない方は，その旨，学校までお知らせください。 

お願い 

４月：入学式 

５月：生徒総会 

６月：体育祭 

６月：プール掃除 

７月：クラスマッチ 


